
平成２４年４月１８日開催教育委員会会議記録 
 

１ 開会・閉会等について 
日  時 平成 24 年 4 月 18 日（水） 午後 3時 00 分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午後 3時 00 分 

閉  会 午後 4時 40 分 

 
出席委員 
  委   員   長    横  井  利  男 
  委       員    髙  木  新 太 郎 
 委       員    鈴    木  み ゆ き 
 委       員    雁  部  隆  治 
 教   育   長    横  山  信  雄 

 
  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   小  暮  眞  人 
   庶 務 課 長      岩  佐  一  郎 
   学  務  課  長   齋  藤  好  正  

指  導  室  長   橋  爪  昭  男  
      すみだ教育研究所長   渡  部  和  美 
   生 涯 学 習 課 長   金  子  し の ぶ 
   ス ポ ー ツ 振 興 課 長      中  山  賢  治 
   あ ず ま 図 書 館 長      村  田  里  美 
 

 
 
２ 会議の概要 
 
○ 横井委員長 それでは教育委員会を始めたいと思います。本日の会議録署名人は雁部委員にお願い

いたします。 
 
議決事項第１ 

議案第３２号「墨田区立小中学校の主任の発令について」の案件を上程し、指導室長が説明する。 

○ 横井委員長 ただ今の説明についてご質問はございませんか。 
○ 髙木委員 主任が重なっている方はいらっしゃいますか。 



○ 指導室長 小学校は、教務、生活、研究、保健と学年主任が重なっている方が３８人。だぶってい

ない学校は３校しかありません。教務、生活、研究は重なっている方はいません。学年主任はしか

たがないと思います。あと単学級のところは、新規採用も学年主任になっているところもあります。

互いに助け合ってやっていると思います。中学校では、学年主任と重なっているのは、５人４校で

した。以上です。 
○ 髙木委員 これは学校に任せているのですか。 
○ 指導室長 はい。校長先生に任せています。 
○ 横井委員長 あとはよろしいですか。 
○ 横井委員長 それでは、議決事項第１議案第32号「墨田区立小中学校の主任の発令について」原案

どおり発令することにしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 それでは、原案どおり決定いたします。次に報告事項にまいります。 
 
報告事項第１ 

「平成２３年度重要事業の進行状況」について、資料１のとおり庶務課長、すみだ教育研究所長が説

明する。 

○ 横井委員長 ただ今の説明についてご質問はございませんか。 
○ 髙木委員 耐震補強の工事については完了しているのですか。 
○ 庶務課長 若干墨田中学校につきましては、外回りの部分を今年度行いますが、校舎については完

全に完了していますので、支障なく授業を行えます。 
○ 髙木委員 この間、内覧させていただいたのですが、体育館のほうはそのままで、校舎のほうだけ

新築か改築なのでしょうか。その連絡通路はあるのでしょうか。 
○ 横井委員長 渡り廊下のようになっていて継ぎ目が少し空いていてそれを直すとのことです。 
○ 髙木委員 その直す工事が去年から繰り越されているのですか。 
○ 次長 工事は年度中にやっているはずです。３月末までです。４月以降は、周りの道路に面したと

ころと校庭です。 
○ 横井委員長 塀はつくっておりません。 
○ 次長 塀はなくむきだしです。 
○ 庶務課長 コミュニティスペースの周遊バスが通るバス亭のところです。ただその反対側につきま

しては、道路を拡幅しますので、それはこれからになります。 
○ 横井委員長 それでは小中の統合についていかがでしょうか。 
○ 髙木委員 Ａブロックが先行していますがこれは来年４月開校ですか。順調に進んでいますか。 
○ 庶務課長 はい。制服につきましてアンケートをとりまして、これから準備会のほうで協議してい

くという段階です。 
○ 髙木委員 制服は、各学校設けているのですか。 
○ 指導室長 はい。どの学校も標準服を設けております。 
○ 横井委員長 標準服ではないお子さんもいるわけですか。 
○ 指導室長 ほとんどが標準服です。 
○ 横井委員長 他の統合についてはいかがですか。 



○ 髙木委員 Cのブロックはどうなんですか。Cが先におこなわれているのでしょうか。 
○ 庶務課長 Cにつきましては、地域のほうでお話をさせていただきまして、それで統合する方向で３

月２９日概ねご了解をいただきました。詳細はこれからですが、地元の合議が概ね得られました。 
○ 髙木委員 Bブロックはどうなのですか。 
○ 教育長 ２５年度の計画の見直しの時に諸状況を考え決めます。 
 
報告事項第2 

「墨田区学校安全衛生委員会平成２４年度委員の指名」について、資料２のとおり庶務課長が説明する。 

○ 横井委員長 何かご質問はございますか。一か月に一度というのは、この「安全衛生委員会が開か

れるのですか。 
○ 庶務課長 委員会そのものは毎月一回あるわけではありません。月に一度委員会を開催したり、職

場の巡視、産業医による健康相談、メンタルヘルスの講演会などそういったイベントなどを含めま

して事業が中心になりますが、そういったものを月に一回程度のペースでやります。一番多いのは

産業医による健康相談になります。委員会そのものの回数はそんなにありません。 
○ 横井委員長 今までで、この委員会で特に大きい問題はありましたか。 
○ 指導室長 学校に行って回ってみると、職員室の机の下に荷物がいっぱい入っていて足が入らない

状態で仕事をしているので、能率が悪かったり、腰が痛くなったりする状況が私には一番印象強か

ったです。 
○ 髙木委員  そういうのを管理をするのが管理者なのですね。９ページのほうが委員会なのですね。 
○ 横井委員長 たとえば精神面で問題の起こる先生の相談が増えている傾向があるのですか。 
○ 指導室長 産業医との面談は別ですが、数的には増えているとは言えないと思います。 

こういうことをやっているという周知をしてほしいという意見がありまして、それは庶務課にお願

いしています。 
○ 横井委員長 産業医の方が居てもそこに来る方がいないというのがあるかもしれませんね。 
○ 髙木委員 講演会もやっているのですね。先生方は来られますか。先生方が忙しいので時間帯を選

ぶのも難しいと思います。 
○ 横井委員長 産業医の方が学校に来てくれても相談に行くのが難しいかもしれませんね。。 
○ 庶務課長 副校長会で講演会を実施したりそういう形で工夫をしております。 
 
報告事項第３ 

「平成２４年度墨田区立小中学校学級編成」について、資料３のとおり学務課長が説明する。 

○ 横井委員長 何かご質問はございますか。 
○ 髙木委員 ３５人学級に移行するのですが、新一年生は１学年３５人ですか。２学年もですか。 
○ 学務課長 はい。ただし二葉小だけは３５ということではなく、１年からの継続と考えまして、校

長先生のご判断でクラス編成をさせていただいております。 
○ 髙木委員３５人学級にむかっているので、生徒数が減ってもクラスが増えるということですね。 
○ 学務課長 この合計を見てもわかるとおり、去年よりクラス数では六つ増えていて、人数としては、

１０７人減っているという現状にあります。 
○ 髙木委員 心配なのは大規模校で、小規模校はこれで助かったと思います。 



大規模校はクラス数がどんどん増えていきますね。もちろん学校選択制で頭打ちをしていますけれ

ども、そういう傾向が強まる可能性が考えられますよね。 
○ 学務課長 そうですね。たとえば第二寺島小ですが、クラスは増えていますけれども、人数的には、

変わらない。ただしその上の第一寺島小ですとクラスは増えていますけれども、人数も合わせて増

えています。 
○ 横井委員長 二葉小の場合は、学級は３５人３６人３６人ということなんでしょうかね。これは物

理的に無理だということではないのでしょうね。教室がないとか。 
○ 指導室長 それはないです。学校長が決めると言いましたが、学校長から意見をいただいて、こち

らで審議をして最終判断をするということです。 
○ 髙木委員 今の例ですと、二葉小と二寺小が新２年生で少し方針が違うということですね。 
○ 横井委員長 二寺小の場合は１０８なら３６人ずつということでしたね。 
○ 横井委員長 中学校はないですか。 
○ 雁部委員 寺中はずいぶん増えてきていますね。どうしても気になるのが文中が年々減ってきてい

ますね。 
○ 学務課長 文中は昨年３８４人に対して、今年は３１６人で約７０人弱減っています。 
○ 横井委員長 極端に人数が減っているのは何か理由があるのでしょうか。 
○ 学務課長 地域的な人数が少なくなっているのかなと思います。 
○ 横井委員長 そういう理由で少なくなっているのはわかるのだけれども何か別の理由でというのは、

チェックをすることは出来ますか。 
○ 次長  毎年推計はしていますので、極端に減ることがあれば、そこでチェックをしています。 
○ 髙木委員 傾向的に減っているのは文中と鐘中なのですが、鐘中は統合で多少影響あるのかと、文

中は多かったのが減ってきたので気になります。 
○ 指導室長 選択制となりますので、生活指導に問題があると他に流れる傾向があると思います。あ

る中学校の３年生女子は極端に少ないです。誰かが行くからそこは避けようというようなことも働

いて、少なくなる状況もあるかと思います。 
○ 鈴木委員 地域での選択率の推移などは出しているのですか。個人的な理由でその学年に行かない

のではなくて、年々それが定着しているというと何か考えたほうがいいのでは。 
○ 学務課長 はい。そういった必要があると思います。 
○ 雁部委員 そこの学校にいいものがあって、そこに行きたいから選択するのではなくて、そこの学

校が良くないから他校を選択するようになってしまっている。 
○ 髙木委員 悪いことのほうに神経質になりがちですね。ただ風聞で動く可能性があるので、傾向は

押さえておく必要があります。 
 
報告事項第４ 

 「墨田区体育指導委員選考基準及び墨田区体育指導委員選考基準細目の全部改正」について 

  、資料４のとおりスポーツ振興課長が説明する。 
○ 横井委員長 何かご質問はございますか。 
○ 髙木委員 これは人数については特に決まっていないですか。 
○ スポーツ振興課長 人数につきましては、規則で決めており、定員は３５名となっております。 



今期につきましては、現在３１名です。今期新任の方は２名です。 
○ 髙木委員 残り２９名は再任ですか。 
○ スポーツ振興課長 はい。前期末をもって退任された方は６名居ます。 
○ 髙木委員 第７条で年齢制限は定めないとあるのですが、いくつでもいいのですか。 
○ スポーツ振興課長 はい。最近は実技の指導だけではなく、いろいろな事業における連絡調整の役

割も必要になってくることから、若い方だけではなかなか全体の運営が難しいということが考慮さ

れているところではないかと思います。 
○ 髙木委員 地域との関係があるのも事実ですね。 
○ スポーツ振興課長 はい。３１名の委員さんの年齢は若い方で２０代、高い方ですと 

６０代までという状況です。 
○ 横井委員長 よろしいでしょうか。以上で予定の議決事項、報告事項は終了しました。これで教育

委員会を終了いたします。 
 
   
 
 


